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【
修
士
課
程
】「

日
本
演
劇
j

「
西
洋
演
劇
」

「
舞
踊
学
」

「
映
画
学
」

の
四
領
域
で
あ
る
。

問
題
は
、

(
1
0
¥
1
1
ペ
ー
ジ
）

(
2
S
5
ペ
ー
ジ
）

(
6
¥
7
ペ
ー
ジ
）

(
8
¥
9
ペ
ー
ジ
）

各
自
が
専
攻
す
る
領
域
の
問
題
を
解
答
し
な
さ
い
。

専
門
科
目

1
/
1
1
ペ
ー
ジ

※
解
答
は
別
紙
（
縦
・
横
書
）

二

0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

演
劇
映
像
学
コ
ー
ス

入
学
試
験
問
題



⑧
小
山
内
薫

⑦
九
代
目
市
川
団
十
郎

③
竹
本
筑
後
橡

④
近
松
半
二

⑤
芳
沢
あ
や
め

⑥
五
代
目
松
本
幸
四
郎

⑨
沢
田
正
二
郎

⑩
杉
村
春
子

②

観

阿

弥

①

味

摩

之

A 

次
の
人
物
の
演
劇
史
上
の
功
績
・
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
紹
介
し
な
さ
い
。

問
題
1

以
下
の

A
.
B
.
C
の
設
問
す
べ
て
に
答
え
な
さ
い
。

日
本
演
劇

問
題
1
ま
た
は
問
題
2
の
い
ず
れ
か
を
選
び
、

【
修
士
課
程
】

専
門
科
目

二
0
二
四
年
度

そ
れ
ぞ
れ
の
設
間
に
答
え
な
さ
い
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

演
劇
映
像
学
コ
ー
ス

入
学
試
験
問
題

2
/
1
1
ペ
ー
ジ

※
解
答
は
別
紙
園
・
横
書
）

（
日
本
禎
劇
1
/
4
)



設
問
3

傍
線
部
②
に
現
れ
て
い
る
著
者
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
さ
い
。

3
/
1
1
ペ
ー
ジ

設
問
2

設
問
1

こ
の
資
料
の
書
名
と
著
者
名
を
記
し
な
さ
い
。

【
修
士
課
程
】

（
つ
づ
き
）

二
0
二
四
年
度

専
門
科
目

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

演
劇
映
像
学

抑
、
能
批
判
と
云
に
、
人
の
好
み
ま
ち
／
＼
也
。
然
者
、

入
学
試
験
間
題

（
日
本
演
劇
2
/
4
)

万
人
の
心
に
合
は
ん
事
、
左
右
な
く
あ
り
が
た
し
。
さ
り
な
が
ら
、
天
下

ま
づ
、
当
座
に
て
、
出
来
た
る
能
、
出
で
来
ぬ
能
の
際
を
、
よ
く
／
＼
見
分
、
聞
き
分
て
、
是
を
知
る
べ
し
。
能
の
出
で
来
る

見
よ
り
出
で
来
る
能
と
申
は
、
指
寄
り
か
ら
や
が
て
座
敷
も
色
め
き
て
、
舞
歌
曲
風
面
白
く
て
、
見
物
の
上
下
、
感
声
を
出
だ
し
て
、

は
へ
／
＼
し
く
見
え
た
る
当
座
、
こ
れ
、
見
よ
り
出
来
た
る
能
な
り
。
①
汎
吋
引
な
る
出
廂
国
寸
目
利
き
叫
申
に
利
渕
、
さ
国
ど
に
紺
を

あ
ま
り
に
能
出
で
来
て
、
な
に
と
す
る
も
面
白
き
ほ
ど
に
、
見
手
の
心
浮
き
立
つ
所
に
て
、
諸
人
の
目
・
心
、
隙
な
く
な
り
て
、
能

少
し
紛
る
A

相
あ
り
。
為
手
も
心
は
や
り
し
て
、
風
情
を
尽
く
す
所
に
て
、
見
手
の
心
、
為
手
の
心
、
隙
な
く
成
て
、
よ
き
所
の
堺
紛

れ
て
、
能
の
向
き
、
け
て
う
に
な
る
方
へ
行
き
て
、
悪
く
な
る
相
あ
り
。
是
を
、
能
の
出
来
過
ぐ
る
病
と
す
。
か
様
な
る
時
は
、
能
を

少
し
控
へ
て
、
風
情
・
よ
そ
を
い
を
少
々
と
か
A

へ
て
、
見
物
の
人
の
目
・
心
を
休
め
て
、
隙
を
あ
ら
せ
、
息
を
つ
か
せ
て
。
面
白
き
所

を
静
か
に
見
す
れ
ば
、
な
を
面
白
き
感
出
で
来
て
、
い
よ
／
＼
能
後
強
に
な
り
て
、
番
数
に
し
た
が
ひ
て
感
風
尽
き
す
べ
か
ら
ず
。
如
此

聞
よ
り
出
来
る
能
と
申
は
、
指
寄
り
し
み
／
＼
と
し
て
、
や
が
て
音
曲
調
子
に
合
て
、

し
と
や
か
に
面
白
き
也
。
是
。
ま
づ
音
曲
の

か
様
な
る
能
は
、
無
上
の
上
手
は
、
を
の
づ
か
ら
、
内
心
よ
り
風
体
色
々
に
出
で
来
れ
ば
、
な
を
い
よ
／
＼
面
白
く
な
る
也
。
若
、
中
つ

あ
し
の
為
手
の
、
さ
ほ
ど
に
も
心
の
な
か
ら
ん
が
、

か
や
う
な
ら
ん
時
の
能
を
せ
ば
、
後
弱
に
な
る
事
あ
る
べ
し
。

傍
線
部
①
を
、
「
か
や
う
な
る
」
の
意
味
を
補
っ
て
、
説
明
し
な
さ
い
。

な
す
感
な
り
。
無
上
の
上
手
の
得
手
に
入
当
感
也
。
②
汎
吋
．
う
に
出
で
来
る
味
は
い
を

11ゐー
中
目
利
な
包
叫
｀
ー
さ
ぼ
日
と
も
田
団
団
研
叫

の
申
楽
の
出
来
庭
を
、
見
よ
り
出
来
る
能
と
は
申
也
。

知
ら
ぬ
人
ま
で
も
、

叫
な
同
‘
心
に

品
盟
悶
7
」
と
思
ふ
当
座
な
り
T

さ
り
な
が
ら
、
か
や
う
の
能
に
、
為
手
の
心
得
べ
き
事
あ
り
。

当
座
に
、
見
・
聞
・
心
の
三
あ
り
。

に
押
し
出
さ
れ
ん
達
人
を
以
て
本
と
す
べ
し
。

B

掲
出
の
文
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
題
1

日
本
演
劇

コ
ー
ス

※
解
答
は
別
紙
国
・
横
書
）



設
問
3

設
問
2

掲
出
部
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
か
説
明
し
な
さ
い
。

設
問
1

問
題
ー

こ
の
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
と
題
名
、
作
者
名
を
挙
げ
な
さ
い
。

喰
し
ば
り
居
た
り
し
が
。

〖
修
士
課
程
〗

二

0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

演
劇
映
像
学

（
節
章
、

入
学
試
験
問
題

ふ
り
が
な
等
は
省
略
し
、
適
宜
に
漢
字
を
直
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）
。

（
日
本
演
劇
3
/
4
)

oo神
と
仏
を
荷
ひ
物
囃
し
立
た
る
下
寺
町
。
高
津
宵
宮
の
賑
ひ
に
紛
て
急
ぐ
舅
義
平
次
。
駕
籠
の
簾
を
細
引
で
ぐ
る
／
＼
巻
の

俄
網
。
追
立
行
を
跡
よ
り
も
。
国
ヲ
ヽ
ィ
く
呼
か
け
飛
来
る
聟
の
九
郎
兵
衛
゜
団
盲
墨
一
宝
と
横
切
に
畦
道
行
ば
追
つ
ゞ
き
。

配
駕
籠
の
棒
掴
ん
で
畠
中
ど
う
ど
打
据
へ
ど
っ
か
と
坐
り
。
ほ
っ
と
一
息
つ
き
あ
へ
ず
。

恩
有
方
か
ら
の
預
人
。
夫
を
こ
な
た
が
何
処
へ
連
て
ご
ざ
る
。
こ
り
や
て
つ
き
り
と
悪
者
に
頼
れ
金
に
す
る
気
で
有
ふ
が
。
そ
ふ

し
ら
れ
て
は
此
九
郎
兵
衛
が
顔
が
立
ぬ
。
悪
い
ぞ
へ
／
＼
。
此
中
も
内
本
町
の
道
具
屋
で
田
舎
侍
に
出
立
。
贋
香
炉
を
以
て
五
十

両
の
街
ご
と
。

ヘ
エ
見
下
げ
果
た
。
重
て
急
度
と
言
ふ
て
か
ら
が
嗜
心
も
有
ま
い
。

戻
し
て
と
昇
上
さ
す
れ
ば
。
同
固
言
リ
ャ
待
九
郎
兵
衛
。
嗜
心
が
有
ま
い
見
下
げ
果
た
と
は
恭
い
。
其
愛
想
づ
か
し
を
待
て
居
た

は
い
。
六
年
以
来
俺
が
娘
を
女
房
に
し
て
。
慰
者
に
し
て
ゐ
る
サ
ア
揚
代
も
ら
ふ
。
ャ
イ
。
俊
な
恩
知
ら
ず
め
。
惰
は
元
宿
な
し

団
七
と
い
ふ
て

C

粋
方
仲
間
の
小
あ
る
き
。
貰
喰
で
暮
し
て
お
っ
た
を
引
上
て
。
堺
の
浜
で
魚
売
さ
せ
。
ま
だ
其
上
に

娘
の
お
か
ち
を
て
A

く
り
。
市
松
と
云
子
迄
へ
り
出
さ
し
お
っ
た
。
月
々
の
あ
て
が
ひ
取
が
よ
さ
に
。
目
を
眠
て
居
中
。
乳
守
の

町
で
喧
嘩
仕
出
し
。
和
泉
の
牢
へ
か
ま
っ
て
。
百
日
の
上
女
房
子
を
誰
が
養
ふ
た
と
思
ふ
。
国
サ
ア
夫
は
皆
其
元
様
の
お
世
話
。

閏
ぬ
か
す
な
。
せ
め
て
其
入
目
を
合
そ
ふ
と
思
ふ
て
。
も
ふ
け
事
に
か
A

れ
ば
。
僚
が
道
具
屋
の
内
に
お
っ
て
。
よ
ふ
ぼ
く

上
さ
し
た
な
ア
。
国
イ
ヤ
夫
は
其
場
の
つ
ゐ
。
国
国
ま
た
ぬ
か
す
か
。
今
日
琴
浦
を
ち
ょ
ろ
ま
か
し
て
来
た
の
は
。
惚
て
居
ら

る
A

佐
賀
右
衛
門
殿
へ
渡
し
金
に
す
る
気
。
国
イ
ヤ
サ
夫
で
は
顔
が
。
同
国
立
ぬ
か
。

此
顔
が
立
ぬ
か
。
但
こ
ち
ら
の
此
。
此
頬
桁
が
立
ぬ
か
と
。
立
蹴
に
は
っ
た
と
蹴
ら
れ
て
も
。
図
舅
は
親
と
無
念
を
懲
。
歯
を

囮
配
と
あ
る
指
定
に
留
意
し
な
が
ら
、
本
作
の
文
楽
と
歌
舞
伎
で
の
上
演
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

c
次
の
作
品
に
つ
い
て
、
設
問
に
答
え
な
さ
い

（
つ
づ
き
）

日
本
演
劇

専
門
科
目

コ
ー
ス

ア
ノ
な
が
／
＼
願
を
養
ふ
て
ゐ
た
此
゜

4
/
1
1
ペ
ー
ジ

コ
レ
駕
籠
の
衆
。
大
義
な
が
ら
其
駕
籠
跡
へ

コ
レ
親
仁
様
。
此
女
中
は
知
っ
て
の
通

※
解
答
は
別
紙
菌
・
横
書
）



設
問
8

設
問
7

設
問
6

設
問
5

設
問
4

設
問
3

設
問
2

設
問
1

国 困］ 固 区］

に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

【
修
士
課
程
】

二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

浪
劇
映
像
学

次
の
資
料
因
回
回
回
に
つ
い
て
、
設
問
1
1
8
に
答
え
な
さ
い
。

抑
手
ク
ヽ
ツ
参
。
猿
楽
仕
。
小
童
一
人
天
骨
者
也
。

リ
ウ
コ
ヲ
舞
ス
。
又
師
子
ヲ
舞
。

5
/
1
1
ペ
ー
ジ

入
学
試
験
問
題

（
日
本
演
劇
4
/
4
)

又
ク
セ
舞
ヲ
舞
。
種
々
施
芸
能
。
禄
物
種
々
賜
之
。

（
『
看
聞
御
記
』
応
氷
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
）

ゑ
ひ
す
か
き
ま
い
り
候
て
。
御
か
A

り
に
て
ま
ふ
。
御
て
さ
た
な
り
。
＋
て
う
。
と
ん
す
一
ま
き
く
た
さ
る
A

。
こ
の
ほ
と
ま
い
り
候
ゑ
ひ
す
か
き
み

な
／
＼
一
た
ん
と
の
ち
ゃ
う
す
に
て
。
ほ
ん
の
の
ふ
の
こ
と
く
に
し
ま
い
ら
せ
て
。

院
参
、
飯
後
阿
弥
陀
胸
切
卜
云
曲
ヲ
仕
、
夷
屏
ノ
類
ノ
者
推
参
ト
シ
テ
、
於
御
庭
仮
二
幕
等
ヲ
引
廻
シ
テ
有
曲
、
奇
意
ノ
事
也
、
又
賀
茂
・
大
仏
供
養
・

高
砂
等
ノ
能
ヲ
モ
仕
候
、
堂
上
衆
ニ
ハ
山
科
・
土
御
門
重
泰
等
、
時
直
モ
被
召
候
、

一
た
ん
（
お
も
し
ろ
き
事
な
り
。

（
『
時
慶
卿
記
』
慶
長
十
九
年
九
月
二
十
一
日
）

院
参
、
阿
弥
陀
ム
ネ
ハ
リ
、
其
外
種
々
ノ
ア
ヤ
ツ
リ
ア
リ
、
参
衆
之
輩
、
西
洞
院
宰
相
。
同
少
納
言
・
予
・
北
畠
侍
従
・
五
条
少
納
言
。
土
御
門
等
也
、

御
振
舞
ア
リ
、

問
題

2

日
本
演
劇

専
門
科
目

コ
ー
ス

（
『
言
緒
卿
記
』
慶
長
十
九
年
九
月
二
十
一
日
）

囚
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
。

囚
に
記
さ
れ
て
い
る
芸
能
。
技
芸
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
説
明
し
な
さ
い
。

回
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。

回
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
。

回
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
。

豆
国
に
記
さ
れ
て
い
る
作
品
名
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
な
さ
い
。

囚
国
回
国
に
記
さ
れ
た
人
形
戯
に
つ
い
て
、
名
称
の
異
同
に
留
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
お
よ
そ
の
西
暦
年
代
を
示
し
つ
つ
、
芸
態
の
変
遷

中
世
の
人
形
戯
の
芸
態
を
現
在
も
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
民
俗
芸
能
を
一
っ
以
上
あ
げ
、
そ
の
概
要
を
述
べ
な
さ
い
。

（
以
下
余
白
）

（
『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
八
年
正
月
十
八
日
）

※
解
答
は
別
紙
薗
・
横
書
）



2 0 2 4年度 早稲田大学大学院文学研究科 入学試験問題

［修士課程l 専門科目 演劇映像学 コース ※解答は別紙（縦屯邑祠）

西洋演劇（問題用紙全 2枚、全 4問）

【問題 1】 以下に示す人物・集団のなかから 5つを選び、それぞれの人物・集団が活動した時期（世紀）、地域（国名ないし地方

名）を記しなさい。また演劇史においてその人物・集団が持つ意味を簡潔1こ述べなさい（それぞれ 5行以内）。

1) エリザベス 1世

2) カルロ・ゴッツィ

3)太陽劇団

4)テレンティウス

5)ハインリッヒ・フォン・クライスト

6) プラトン

7) ジャン・ラシーヌ

8)アンヘリカ（ないしアンジェリカ） ・リデル

【問題 2】 以下に示す語のなかから 5つを選び、それぞれの語が演劇（学）にとって意味する内容を簡潔に説明しなさい（それぞ

れ 5行以内）。

1) 『アンティゴネー』

2) カトリック教会

3)カラーブラインド・キャスティング

4) コメディア

5)象徴主義

6) ドイツ古典主義

7)野外空間

8) ロシアン・アヴァンギャルド

6/11ページ



2 0 2 4年度 早稲田大学大学院文学研究科 入学試験問題

［修士課程】 専門科目 演劇映像学 コース ※解答は別紙（縦・厘蚕])

【問題 3】 以下に示すのはバイロイト祝祭劇場の平面図です。これを見て、以下の問いに答えなさい。

1)パイロイト祝祭劇場について知っていることを述べなさい（行数自由）。

2)バイロイト祝祭劇場と同時期に開場したパリ・オペラ座と比較しつつ、この劇場の構造的特徴を述べなさい（行数自由）。

3)バイロイト祝祭劇場の開場以後、現在に至るまで、演劇の上演空間はどのように変化してきたのか述べなさい（行数自由）。

【問題 4】 以下の 3題のうち 2題を選択して、具体例を挙げながら論じなさい（行数自由）。

1)演劇は限られた人間の楽しみでしかないだろうか。

2)演劇は劇場を必要としているだろうか。

3)アマチュア演劇はプロフェッショナル演劇に比べてつねに劣ったものだろうか。

（以下余白）
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2 0 2 4年度

【修士課程］ 専門科目

早稲田大学大学院文学研究科

演劇映像学 コース

入学試験問題

※解答は別紙（縦•恒蚕l)

舞踊学（問題用紙全 2枚、全 4問）

［問題 1J 次の人名から 5つを選び、 5行程度で説明しなさい。

(1)ピナ・バウシュ (PinaBausch) 

(2) ピエール・ボーシャン (PierreBeauchamp) 

(3)エドガール・ドガ (EdgarDegas) 

(4) ロイ・フラー (LoieFuller) 

(5) ジョン・ノイマイヤー(JohnNeumeier) 

(6) ヴァツラフ・ニジンスキー (VaslavNijinsky) 

(7) クリスタル・パイト (CrystalPitel 

(8) ケイ・タケイ (KeiTakei) 

［問題2] 次の事項から 5つを選び、 5行程度で説明しなさい。

(I) 王立音楽アカデミー (Academieroyale de musique) 

(2) ロマンティック・バレニ (balletromantique) 

(3)舞踏譜

(4) ニンクール (concours)

(5) リエナクトメント (re-enactment)

(6) 『薔薇の精』 (Le Spectre de la rose) 

(7) 『トリオ A』 (Trio A) 

(8) ワガノワ。メソッド (VaganovaMethod) 

［問題3] 次の英文を読んで、後の問いに答えなさい。

In the ballet world of the early twentieth century, when World War I and the Russian Revolution cut off Russian dancers from their 

homes, they began to tour in groups, competing for venues and ticket buyers. It became advantageous to have a recognizable identity 

that would help ticket buyers to distinguish between troupes, hence "The Original Ballet Russe," a name for one of the companies 

that sta虚 dto compete after the death of Diaghilev. Attracting audiences was actually a concern for Pavlova almost as soon as she 

left the security of her lmperial Theater career in 1910 and took on the challenge of running her own company until her death in 

1931. Seen in retrospect, it was fortuitous that her identity became so inextricably linked to that of a swan, the graceful creature 

already identified with ballerinas in white tutus. The Dying Swan was not a solo from the evening-length nineteenth-century ballet 

Swan Lake, as so many viewers might have thought (and still think today), but a four-and-a-half-minute dance made for Pavlova by 

her colleague Michel Fokine to perform at a charity benefit in 1907. Fokine later said he was inspired when he saw Pavlova calling 

to swans by a lake when they were driving in the Russian countryside, and that he had been practicing on his mandolin "The Swan" 

section from Carnival of the Animals by Saint-Saens (Fokine 1961, 222). Other women have performed this solo, even before 

Pavlova's death, but almost from the start, it was inextricably linked with Pavlova. Any ballerina might be a swan at some time, but 

Pavlova became the swan. 
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2024年度 早稲田大学大学院文学研究科 入学試験問題

［修士課程】 専門科目 演劇映像学 コース ※解答は別紙（縦・匝屋ト

w ws a1culatin or lu k Pav v c s full le rned m r e e e in rder to_t虹立e_Q直sidethe r e dヰ・ • 
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(M函 Y,l9,82, 328). 

Jennifer Fisher: The Swan Brand: Reframing the Legacy of Anna Pavlova., in f)ance Researc,・h.Journal, Summer 2012, Vol. 44, No. 1, pp.53-54. 

※ページ下部に出典を追記しております。

(I)ロシア革命が当時のロシアの一流バレエ・ダンサーにもたらした運命について簡略にまとめ、 説明しなさい。

(2) 下線部分を日本語に訳しなさい。

［問題4] 以下の 3題から2題を選択して解答しなさい（行数自由）。

(1)ダンスはいかにして保存 ・継承できるだろうか。

(2)バレエにおいて、非西洋人とその文化はどのよう に表象されてきただろうか。

(3) 近年の SNS上のダンスの流行はどのように説明できるだろ うか。

（以下余白）
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※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

Fisher, J., The Swan Brand: Reframing the Legacy of Anna Pavlova, 
Dance Research Journal, 44(1), pp. 51-67, 2012 
c Cambridge University Press, reproduced with permission. 



2024年度 早稲田大学大学院文学研究科 入学試験問題

【修士課程】 専門科目 演劇映像学コース ※解答は別紙 （樅 •恒吾l)

［映圃学］

映画学の問題は問題 1から問題 3まである。 3題すべてに答えること。 ［映画学 1/2] 

［問題 1]

下記の 7つの事項の中から 4つを選び、その概要を簡潔に説明しなさい（各 5行程度で）。

① 『残菊物語』

②立体映画

③ジャン・エプシュタイン

④ニュー・ハリウッド

⑤純映画劇運動

⑥ロイス・ウェバー

⑦ 「フランス映画のある種の傾向」

［問題2]

次の英文を和訳しなさい。引用文の出典表示は訳さなくてもよい。

Before its collapse into bankruptcy in 1935 and reorganization among more mainstream lines, Paramount, where 

the Marx brothers did their best work, was known for its "European" orientation and for providing a home to emigre 

Europeans such as Lubitsch and von Sternberg. In von Sternberg's cycle of films with Marlene Dietrich in the first half of 

the decade, graphically composed settings collaborate with irregular gender positioning in the attenuated narratives to 

produce anomalous scopic relations both in the text and between spectator and text—a feature that would be of great 

interest to avant~garde filmmakers in the next decade, especially in Los Angeles, where von Sternberg's films and his 

teaching made him an influence on Kenneth Anger and Curtis Harrington second only to Maya Deren. Similarly, 

nonstandard visual styles survived as aberrant moments of subjectivity in subaltern genres, sustaining a marginal 

industrial experimental tradition. 

［問題3]

(David E. James, The Most Typical Avant-Garde: History and Geography of Minor Cinemas in Los Angeles, 

Berkeley: University of California Press, 2005, p. 69.) 
※WEB掲載に際し、 以下のとおり出典を追記しております。

The Most Typical Avant-Garde: History and Geography of Minor Cinemas in 
Los Angeles, by David E. James, c 2005 by The Regents of the University 
of California. Published by the University of California Press. 

次の文章を読み、あとの設問に答えなさい。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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2024年度 早稲田大学大学院文学研究科 入学試験問題

【修士課程】 専門科目 演劇映像学コース ※解答は別紙（樅・匝蚕l)

［映画学 2/ 2] 

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

（秋山邦晴 「沈黙の劇的価値」、 『映画評論』1959年 8月号、 108頁）

設問（ 1) 筆者は戦後の（この文章が書かれた 1959年頃までの）アメリカ映画では「音響のドラマが過剰

に奏され」 「各国でもこうした傾向がつよくなってきている」と述べるが、その理由には何があると思うか。

5行程度で説明しなさい。

設問（ 2) 下線をつけたアメリカ映画『化石の森』の原題を英語で、監督と出演者 1名の名前をそれぞれ日

本語で書きなさい。

設問（ 3) この文章から読み取れる限りで、ワイダの『地下水道』と『灰とダイヤモンド』の両方に共通し

た音楽的特徴は何であるか。 5行程度で説明しなさい。

（以下余白）
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